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令和４年度 消防本部 経営計画書 

職・氏名 経 営 方 針 経 営 資 源 

消防長 

植松 謙二 

●使命 

私たち消防本部は、瀬戸内市に暮らし、働き、また、訪れる全ての方

に、安全・安心をお届けするため、地域とともに職員一丸となって消防

業務を遂行します。 

 

●基本方針 
①消防団組織の充実・強化に努めます。 
②消防施設の充実を図ります。 
③大規模災害等に対する現場対応能力の向上を図ります。 
④安全・安心な救急サービスの提供に努めます。 
⑤広く火災予防を呼びかけるとともに、事業所の防火・防災管理体制の
充実に努めます。 

⑥自主防災組織の支援・充実に努めます。 
⑦初動対応で最も重要である通信指令業務の充実・強化を図ります。 
 

所 管 課 
総務課 警防課 予防課 通信指令室 

消防署 

 

人  員 
正職員 

会計年度

任用職員 
合計 

７９人 ０人 ７９人 

一般会計      ７２２，１６７ 
千円 

特別会計  
千円 

計 ７２２，１６７ 
千円 

（うち人件

費） 
（   ５４４，２２５  千円） 

 

重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

 

 

 

 

1 

 

 

 

 
 

消防団員の活動能

力の向上及び入団

促進 

 

 

 

 

 

 

 

 

近年、大規模化・多様化している

災害に対応すべく、団員の教育・

訓練を重点的に行います。 

 

 

減少傾向にある団員数を確保する

ため、管内の事業所に対して入団

促進を図ります。 

 

 

 

 

災害時で使用する資器材の

取扱い訓練を随時実施しま

す。また、9月には県との総

合防災訓練を行います。 

 

団員定数450名に対して充足

率93％を目標に入団促進を

図ります。 

 

 

 

 

7月に夏季訓練、9月

には県との総合防災

訓練を実施しまし

た。 

 

6月末までに市内の

53事業所に消防団入

団促進パンプレット

を配布、商業施設へ

の掲示も行い、9月末

で充足率91.5％にな

りました。 

年間を通して各分団

で訓練を実施し、9月

の台風では迅速に市

内の倒木撤去に対応

しました。 

団員数は毎月増減が

あり、4月からは若干

の増加傾向で、1月末

で充足率91.1％にな

りました。 

 

 

夏季訓練、総合防災

訓練、林野火災訓練

を実施、また各分団

での訓練も年間通し

て実施出来ました。 

充足率90.4％で目標

の93％は達成出来ま

せんでしたが、9名の

新入団員が入りまし

た。今後も入団促進

を図っていきます。 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

 
 
1 
 
 

消防精神の高揚と迅速的確な消防

技術の向上のため、操法大会を通

して、活動能力の向上を図ります。 

 

瀬戸内市大会・岡山県大会で

消防技術の向上を図り、入賞

を目指します。 

瀬戸内市大会には3

チームが参加、県大

会に長浜分団が出場

し6位入賞を果たし

ました。 

11月からは令和5年

度の操法大会に向け

出場チームは練習を

開始、更なる飛躍を

目指します。 

操法大会を通して、

消防精神の高揚と迅

速的確な消防技術の

向上が図れました。 

 
2 

消防施設等の整備 

 

消防力を維持するため、機能低下

した邑久西分団第3部の消防車両

の更新を図ります。 

 

 

多様な災害に対応するため、災害

対応特殊消防ポンプ自動車の更新

を図ります。 

 

令和4年度末までに整備しま

す。 

 

 

 

令和4年度末までに整備しま

す。 

入札により業者が決

定、8月には中間検査

を行いました。11月

納車予定です。 

 

入札により業者が決

定、2月に中間検査を

行う予定です。 

11月16日に納車、11

月20日に邑久西分団

第3部に使用説明会

を行い運用開始しま

した。 

中間検査は12月20日

に実施、納車は2月16

日予定です。 

11月に納車した車両

を 2 月の林野火災訓

練で使用、活動能力

の向上また団員の士

気も向上しました。 

2 月 16 日納車、2 月

27日から運用開始、

多種多様な災害対応

を行います。 

3 

災害等に対応する

個人の現場対応能

力の向上 

個人の現場対応能力を向上させる

と共に、他機関との連携を強化す

るため、合わせて合同訓練を実施

します。 

他の機関との合同訓練 

海上保安庁   1回以上 

(新規) 

ドクターヘリ  1回以上 

岡山県防災ヘリ 2回以上 

岡山県警    2回以上 

当市以外の消防機関  2回以上 

(新規) 

 

海上保安庁と合同訓

練を実施し、活動内

容等について相互理

解を深めました。 

総合防災訓練におい

て、ドクターヘリ、

岡山県警との他機関

連携が強化されまし

た。 

2月には、岡山県防災

ヘリと救急・救助連

携訓練を予定してお

り、現在は、より実

践的な連携訓練にな

るよう計画中です。 

今年度もコロナ禍で

ありましたが、他機

関との連携訓練は、

予定通り全て達成で

き、評価、改善につい

ても職員で共有し、

現場対応能力の向上

が図れました。 

 

 

4 

 

 

安全・安心な救急

サービスの提供 

 

 

救急業務中での緊急走行時、傷病

者をより安全により早く医療機関

へ搬送できるように努めます。 

 

 

 

 

職員1名を緊急自動車運転技

能者研修に派遣し、他の職員

へも知識、技能を習得させ、

安全な救急サービスを提供

します。 

 

12月に職員を派遣予

定としています。日

頃から教養、訓練を

重ね、安全な救急サ

ービスが提供できる

ように心掛けていま

す。 

緊急自動車運転技能

研修修了者による実

技指導を実施してい

ます。今後も、引き

続き指導回数を増や

し安全走行ができる

ように心掛けます。 

緊急走行時の危険予

知訓練、難易度の高

いクランクコース、S

字コース等の実技訓

練を実施し、安全な

救急サービスが提供

できました。 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

 

5 

事業所への防火・

防災管理体制の充

実 

不特定多数の市民が出入りする防

火対象物に対し防火・防災管理体

制の指導を行います。 

防火管理者を定めることが

義務付けられている特定用

途防火対象物176件を中心に

立入検査を実施し、不備の是

正、訓練指導を行います。 

 

 

 

 

 

176件中137件、目標

の７割強の立入検査

を実施し、指導の結

果、改善がみられま

した。 

 

 

 

 

 

現在改修中の対象物

を除き、防火管理者

を定めることが義務

付けられている対象

物について立入検査

を行いました。改修

中の対象物について

も、立入検査の日程

が決定しています。 

 

 

改修中であった対象

物も含め、目標の176

件すべて立入検査を

実施し、不備のあっ

たものについて是正

指導を行いました。 
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自主防災組織への

資機材支援、災害

対応能力の強化 

 

 

 

 

自主防災組織に必要な資機材の購

入また、経年劣化した資機材更新

の支援を行います。 

 

 

 

事業所と消防署の合同訓練実施時

に、自主防災組織の参加を呼びか

け、災害対応能力の向上を図りま

す。 

 

 

 

市民が消火栓を活用した初期消火

を安全に行えるようにするため、

「消火栓を使用した初期消火マニ

ュアル」を作成し、普及に努めま

す。 

 

 

 

9月までに要望調査を行い、

11月中にコミュニティ助成

事業の申請を行います。 

 

 

 

1月に行われる重要文化財合

同訓練時に地元の自主防災

組織とも合同で訓練を実施

します。 

 

 

 

文章、写真によるマニュアル

作成を行います。 

動画作成も行い、市ホームペ

ージに掲載します。 

要望のあった更新資

機材について申請を

行いました。 

 

 

 

訓練に協力していた

だける事業所が決定

しました。今後他課

と訓練実施に向け調

整します。 

 

 

8月中旬に市ホーム

ページに掲載し閲覧

可能となりました。

引き続き、内容を広

報紙等に掲載し普及

に努めていきます。 

申請事務について詳

細な確認、修正等行

いました。 

 

 

 

感染防止措置として

訓練が中止されまし

た。 

 

 

 

 

広報紙12月号で、当

マニュアルを掲載し

ました。 

申請の結果、助成が

決定しました。今後

の処理を進めていき

ます。 

 

 

重要文化財の訓練は

中止されましたが、

各自衛消防訓練に積

極的に参加し、指導

等行いました。 

 

 

動画としても市民へ

広報できました。今

後も本マニュアルを

活用し普及に努めて

いきます。 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

7 

初動対応の充実強

化 

 

 

 

 

 

 

 

 

指令台更新に係る

機能の検討 

各種事案対応マニュアルの見直し

と整備を実施し、現場対応に必要

な支援を迅速に行えるようにしま

す。 

 

 

 

 

 

 

指令台全更新に向け、現行指令台

の機能的改善点の洗い出し、実装

すべき機能の検討を行います。 

改正事項、変更事項に係るマ

ニュアルの更新を実施しま

す。 

・口頭指導マニュアル 

・インタビューマニュアル 

（通報受信要領） 

・ヘリ要請マニュアル 

・災害対応フローチャート 

 

 

改善、要望が必要な機能をデ

ータシート化し、設計打合せ

時の資料を作成します。 

 

 

現在、業務に関係す

る左記マニュアルを

含め新規10件、更新

分2件が完成し、統一

した業務が可能とな

りました。 

 

 

 

 

要求する機能、不要な

機能を指令員全員が

シート記入している

ところであり、とりま

とめ後、実現可否、有

効性の検討を行って

いく予定です。 

 

 

 

成果目標以外に、事

案対応マニュアル、

機器管理マニュアル

など15件作成し業務

の円滑な運営に役立

てています。 

 

 

 

 

これまで検討したも

のをシート化できま

した。今後も継続検

討します。これらを

基に基本計画案を作

成しました。 

マニュアルを作成、

見直ししたことによ

り、事案受付処理の

迅速性が向上しまし

た。また、古いものの

間違いや、時代にそ

ぐわないものなどが

見つかり修正できま

した。 

 

次期指令台に実装す

べき機能の洗い出し

ができ、次年度の設

計に可能な限り反映

させていきます。 

 

 

 

 

 

 


